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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、共通のDNA結合ドメインであるTボックスを共有する、系統学的に保存された遺伝子ファミリーの一員です。Tボックス遺伝子は、発生過程の制御に関与する転写因子をコードしています。この遺伝子産物はマウスTbx2のヒトホモログであり、ショウジョウバエのombタンパク質と高い配列相同性を有しています。発現研究は、この遺伝子が不死化因子として腫瘍形成に関与する可能性があることを示唆しています。この遺伝子では、選択的ポリアデニル化による転写産物の異質性が指摘されています。[RefSeq提供、2008年7月],機能：中胚葉分化に必要な遺伝子の転写制御に関与する。おそらく四肢パターン形成にも関与している。,類似性：1つのTボックスDNA結合ドメインを含む。,組織特異性：成体では主に腎臓、肺、胎盤で発現する。心臓と卵巣では弱い発現を示す。,
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	TBX2抗体を用いたHeLa細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	TBX2 ポリクローナル抗体を使用したさまざまな細胞のウエスタンブロット分析。

